２００７年　京都南部地区　北ブロック共同宣教司牧の歩み
１．ブロック内の「共同宣教司牧的」相互交流と相互補完について
	1 ブロック司祭団（含む修道者）の分担
４月から司祭団が２名とも交代され、ブロックおよび各小教区の現状把握から始った。６教会のうち宇津教会と山国教会を除く４つの教会は、各司祭が２教会ずつ分担している。役員会には２名とも出席している。主日ミサは、出来るだけ同じ機会をもてるようローテーションを工夫している。しかし、評議会にはローテーションの関係でいずれかの司祭しか出席できていない。宇津教会と山国教会は交代でミサに行っている。

	2 司祭団と信徒との連携体制
ブロックとしての取り組みや行事などは、ブロック会議および４つの専門委員会（典礼、平和、子供の教育、広報）が窓口・中心となって連携している。各小教区の信徒との連携は役員および各部会が窓口・中心と連携している。

	3 意見交換とコンセンサス
ブロック会議と各小教区の役員会には司祭は２名とも出席しており、ブロック委員も役員が兼任しているので、各小教区全体の意見はそこそこ把握出来ており、比較的スムーズに意見交換が出来ている。時間的に余裕のある議題は継続審議として、各小教区で十分に諮る機会を作っている。


２．「共同宣教司牧的」な地域教会共同体の動きについて。
	1 意思決定のプロセス
月一回の役員会で司祭団と役員が情報交換をして、必要に応じて全体会議などを通じて全信徒の意見を広く求め、評議会において討議、決定される。

	2 意見交換・意見集約方法
全体会議やグループの集りを開催するなどして、出来るだけ多くの信徒の意見を聞くように工夫されている。分ち合いの機会を有効に使っている小教区もある。

	3 情報の共有
ブロックの動きや他の小教区の情報などは、お知らせの時間や広報誌、全体会議を開くなどして共有出来るようにしている。逆に各部会からの情報は評議会でまとめて役員会に報告される。ハガキを使って最新の情報を提供している小教区もある。

	4 小教区間の協力
ブロックの各専門委員会（1-②項参照）に、各小教区の部会から数名ずつ参加して、ブロックとして取り組む行事や活動を企画・運営している。各小教区が独自に取り組むバザーや奉仕活動への相互協力も必要と考えており、広報誌を通じて呼びかけている。オルガニストや集会司式者などの典礼奉仕者の、小教区の垣根を越えた奉仕も検討されている。


３．「共同宣教司牧」を支える活動や学びについて
	1 奉仕や福音宣教者としての意識
各小教区が独自に、近隣施設への物的・人的協力や、街頭募金、夜回りの会、バザーなど、社会や地域と交わりを持つ活動を行っている。小教区の壁を越えた協力体制を作るべく、広報知などを使って情報交換している。今後はそれらを活動としての側面で捉えるのではなく、福音宣教としての側面からも捉えていきたい。

	2 分かち合いと福音的識別
分かち合いは、小教区によって積極的に行っている所とそうでない所がある。高齢者の多い教会は分かち合いに不慣れであり、消極的である。司教訪問や合同ミサの際には分かち合いの機会を持ち、慣れていく努力も必要である。福音的識別も小教区によって出来、不出来があるのが現状。

	3 「部会」やグループの活動について
小教区評議会規約に基づいた運営に備え、部会中心の活動に移行する努力はしている。しかし人数的に難しい小教区もある。今まで小教区の活動を中心になって支えてきた壮年会・婦
人会といった集りは、名称を変えてでも必要と考えて設置、活動している小教区もある。

	4 共同宣教司牧と秘跡・典礼
2007年度、北ブロックの大きな動きの一つが、新しい司祭団による典礼奉仕の徹底的な訓練である。単に所作の訓練ではなく、ミサの本質から学び、意識を変える指導を受けた。合同ミサにおいては、ブロックの典礼委員会が中心となって、典礼奉仕者もブロック内から選出するようにしている。ブロックおよび各小教区において練習会、勉強会が行われている。

	5 信仰入門・養成講座
以前から各種講座が開催されている小教区と、そうでない小教区があり、これも得手不得手があり、現状としては現在開講されているブロック内のすべての講座の一覧表を作成・掲示して情報を共有し、そこへ参加しに行くという形をとっている。今後も、司祭が各小教区を回るのではなく、開講場所を固定し、信徒がそこに参加するという形で実施していく。

	6 リーダー養成・信徒養成
役員のメンバーを再任せずに選出している小教区と、同じメンバーが何年も運営に関わっている小教区がある。小教区ごとの事情を考慮するとやむを得ないと考える。信徒の養成については、小教区ごとに時間や機会を工夫して、取り組んでいる。内容によってはブロックとして取り組む機会を作っている。３-④のように、典礼面は特に重点的に取り組んでいる。


